
戸 越 鐵 男

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
さ
つ
ま
町
で
働
く
人
々

の
姿
を
紹
介
し
ま
す
。
自
薦
・
他
薦
は
問
い
ま

せ
ん
。
多
く
の
人
材
を
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。

戸越建具店　建具職人

と ご え て つ お

66歳さん

ＤＡＴＡ

● Ｒ504

至 宮之城方面

■薩摩総合支所
県道薩摩祁答院線

薩摩中学校■

至 永野方面

戸越建具店
　建具職人　戸越鐵男

　　   さつま町求名12805番地

　　　　　　   0996(57)1138

戸越建具店

ら
ん
ま

わ
ら
ぶ
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サ
ッ
サ
ッ
サ
ー
と
、
カ
ン
ナ
を
か

け
る
音
が
響
き
聞
こ
え
る
戸
越
建
具

店
。
そ
こ
で
は
、
戸
越
鐵
男
さ
ん
が
、

手
カ
ン
ナ
を
使
い
、
木
目
の
揃
っ
た

木
材
を
削
っ
て
い
ま
す
。

　
建
具
に
使
う
木
材
は
、
天
候
や
温

度
差
で
反
っ
た
り
、
曲
が
っ
た
り
し

ま
す
。
材
質
と
木
目
を
見
て
、
ど
の

木
材
を
建
具
の
ど
の
部
分
に
使
う
か
、

素
人
に
は
わ
か
ら
な
い
微
妙
な
違
い

を
見
極
め
ま
す
。

　
寸
分
違
わ
ず
溝
を
刻
み
、
削
り
仕

上
が
っ
た
木
材
は
、
ま
る
で
パ
ズ
ル

の
よ
う
に
組
み
合
わ
さ
れ
、
そ
の
繊

細
な
作
業
に
建
具
職
人
の
腕
が
光
り

ま
す
。

　
戸
越
さ
ん
は
、
さ
つ
ま
町
虎
居
に

あ
る
福
島
建
具
店
へ
弟
子
入
り
し
て

以
来
、
50
年
近
く
建
具
職
人
と
し
て

建
具
を
作
り
続
け
て
い
ま
す
。
25
歳

の
時
に
、
戸
越
建
具
店
を
開
業
し
、

自
ら
多
く
の
日
本
建
築
家
屋
の
障
子

や
欄
間
、
ド
ア
な
ど
を
手
掛
け
て
こ

ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
県
立
北
薩
広

域
公
園
内
に
立
ち
並
ぶ
昔
な
が
ら
の

藁
葺
き
屋
根
家
屋
の
雨
戸
や
障
子
な

ど
の
木
製
建
具
製
作
に
携
わ
っ
た
ひ

と
り
で
す
。

　
戸
越
さ
ん
は
「
建
具
は
、
後
々
も

永
く
使
っ
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

木
材
を
し
っ
か
り
吟
味
し
て
、
製
作

し
て
い
ま
す
。
お
客
さ
ん
が
喜
ん
で

く
だ
さ
っ
た
と
き
は
う
れ
し
い
で
す

し
、
生
き
甲
斐
で
も
あ
り
ま
す
」
と

話
さ
れ
ま
し
た
。

　
寸
分
違
わ
ず
仕
上
げ
る
建
具
職
人

の
作
業
風
景
は
見
惚
れ
る
ほ
ど
で
、

木
製
建
具
の
奥
ゆ
か
し
さ
を
感
じ
ま

し
た
。

住
ま
い
を
彩
る
建
具
を
作
る

こんにちは，保健師です

23 広報さつま

８
月
16
日
～
９
月
15
日
届
出
分
（
14
人
）
　敬
称
略

性
別

保
護
者

公
民
会

あ
か
ち
ゃ
ん

誕
生
お
め
で
と
う

誕
生
お
め
で
と
う

誕
生
お
め
で
と
う

くん

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

８
月
16
日
～
９
月
15
日
届
出
分
（
26
人
）
敬
称
略

1歳で～す
毎月１番最初に
　生まれた赤ちゃん

平成１９年10月２日生

轟原公民会

両親から一言

太陽みたいに，明るく

元気に育ってね。

くん

ようたろうむらかみ

村上陽太郎

父　崇　　さん
母　仁子  さん

な
く
な
っ
た
人

年
齢

公
民
会

町
社
会
福
祉
協
議
会
へ

篤

志

寄

付

※
「
誕
生
・
お
く
や
み
」
は
、

 
 
 
 
 
 

届
出
人
が
同
意
さ
れ
た
方
だ
け
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　自分でも｢食べたい！｣｢持ちたい！｣という気持ちが出てくる離乳食後期頃から，新たな食事の悩みがでてくるお

母さんは少なくありません。子どもの食べ方の成長の仕方として以下のようなものがあります。

（１）手づかみが主流

　　　手づかみは，大事な成長の過程です。手づかみで自分の体内に食物を取り込むということは生きる意欲の表

　　れです。汚れてもいいように，新聞紙を下に敷くなどの工夫でお母さんの気持ちも楽になります。

（２）おかあさんの持ち物を持ちたがる

　　　お母さんのスプーンに手を伸ばしはじめたら，子ども用にもう一本準備しましょう。何かを持って食べる！

　　という意味を持たせます。まだ，手づかみが主流ですが，家族と一緒に食事をする中で人の食べ方を見て真似

　　しながら上手になっていきます。

（３）手伝われるのを嫌がる

　　　｢自分でできないくせに！｣と思ってしまいがちですが，これは自立への第一歩です。暖かく見守ることが大

　　切です。｢わ～○○ちゃん上手！｣とオーバーなくらい誉めるとそれが，子どもの自信へとつながっていきます。

　　このように，少しづつ『自分で！』という気持ちの中から自立に向けて成長していきます。

（４）食べる量にムラがある

　　　特に１～２歳児は，その日によって差があるのは特徴です。年齢が小さいほどそのときの体調や，気分に左

　　右されがちです。また食事に集中できる時間も２０分位までと短いですので【食事中はテレビを消す】【遊び

　　始めたら切り上げる】などのけじめも大切です。
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子どもの食べ方の成長の仕方離乳食後期からの


